
 

 

１ 学校名 みやき町立中原中学校 

２ 所在地 みやき町大字簑原 1475 番地 9 

３ 校長名 牟田 泰明 

４ 学級数 

児童生徒数 

   9 学級 

    234 人 

５ 実施学年 

   児童生徒数 

   1.2.3 年 

   234 人 

６ 取組のねらい 

（１）UDについて調べたことをレポートにまとめることで、ＵＤについての理

解を図り、生活の中で身近なＵＤについて考えさせる機会を与える。 

（２）身近なＵＤについて調べ、ＵＤの必要性やそれらを生かそうとする心情を

育てる。 

（３）佐賀県が推進するユニバーサルデザインについての知識・理解を深め、生

活の中での身近なＵＤについて知る機会とする。 

 

７ 取組の実際 

ユニバーサルデザインについて、総合的な学習における身近な UD の活用

例（資料１）、修学旅行先での身の回りでの UD 発見（資料２）などについ

て学習させた。その際、以下のプロセスを基本的な学習過程として取り組ませ

た。 

①UDについて調べる内容を決める。 

②インターネット等を使って調べ学習で情報を集める。 

③集めた情報を整理する。 

④全体の構想を考える。 

⑤レポートにまとめる。 

⑥レポートにまとめたものを発表する。 

UDについて調べ学習で、知識・理解を深めた。また、ＵＤの7原則がどの

ように生かされているか、ＵＤとして気付かなかったことについての理解を深

めた。また、身近にあるＵＤ施設や製品についても理解を深めた。 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度ユニバーサルデザイン（ＵＤ）教育の取組 



 

 

８ 取組の成果と課題 

（１）成果 

この取り組みで、「UD」とは障がい者にとどまらず、すべての人にとって

安心・安全で利用しやすいように、建物、環境、製品等をつくっていくことに

ついて生徒一人ひとりの理解を深めることができた。また、発表会で身近にあ

る UD 多目的トイレ、UD 対応自動販売機、UD を取り入れた文房具なとにつ

いて、知ることができた。この取り組みを通して思いやりの心を育むことがで

きたと思う。 

 

（２）課題 

今後自分たちの住む環境をより住みやすくするための具体的な UD アイデ

ィアを発展的に考えさせる必要がある。また、１年時から３年時まで系統的な

学習計画を充実させる必要がある。 

 

 



１年 ユニバーサルデザインについてレポート                                        資料 １－１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                                              資料１－２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２年生 自主研修でのユニバーサルデザイン報告書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

車椅子移動車
写真



２年生 自主研修でのユニバーサルデザインについてレポート                                  資料２－１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                                              資料２－２ 


